
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
印加される電源電圧を電圧変換手段によって駆動用電圧に変換して駆動回路に供給する際
に、該電圧変換手段に対する前記電源電圧の印加を制御する信号検知回路であって、
前記電源電圧が印加されることによってＯＮ状態になって前記電圧変換手段に対して前記
電源電圧を印加し、前記電圧変換手段に対して前記電源電圧が印加されている場合に該電
圧変換手段から出力される第１信号によってＯＮ状態が継続されるスイッチング手段と、
信号および／またはノイズが入力されると第２信号を出力する信号入力部と、
前記スイッチング手段に前記電源電圧が印加されていない状態において、前記信号入力部
から 第２信号によって

前記スイッチング手段を前記電源電圧の印加に
優先させてＯＦＦ状態とする 電圧検出部と、
を有することを特徴とする信号検知回路。
【請求項２】
前記電圧検出部は、前記スイッチング手段に前記電源電圧が印加されている状態において
、前記信号入力部から前記第２信号が出力されている場合に、前記スイッチング手段が前
記第１信号によってＯＮ状態を維持するための第４信号を出力する、請求項１に記載の信
号検知回路。
【請求項３】
表示部と、
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入力される信号に基づいて該表示部を駆動する駆動回路と、
印加される電源電圧を駆動用電圧に変換して前記駆動回路に供給する電圧変換手段と、
該電圧変換手段に対する前記電源電圧の印加を制御する信号検知回路とを具備し、
該信号検知回路が、
前記電源電圧が印加されることによってＯＮ状態になって前記電圧変換手段に対して前記
電源電圧を印加し、前記電圧変換手段に対して前記電源電圧が印加されている場合に該電
圧変換手段から出力される第１信号によってＯＮ状態が継続されるスイッチング手段と、
信号および／またはノイズが入力されると第２信号を出力する信号入力部と、
前記スイッチング手段に前記電源電圧が印加されていない状態において、前記信号入力部
から 第２信号によって

前記スイッチング手段を前記電源電圧の印加に
優先させてＯＦＦ状態とする 電圧検出部と、
を有することを特徴とする画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、外部から供給される直流電源電圧をＤＣ－ＤＣコンバータによって電圧変換し
て、表示部の駆動回路に駆動用電圧として供給を行い、また、外部から供給される表示制
御信号および表示データ信号により表示を行う信号検知回路及びそれを用いた画像表示装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
画像表示装置である液晶表示装置では、電源電圧供給時において、液晶表示装置の内部ロ
ジック制御用電圧が立ち上がっている状態で、さらに、電源電圧が印加されると、重畳し
た直流電圧が供給され、各々の回路には、過剰電流が流入することになり、ＩＣ等の素子
の破壊を生じるおそれがある。特開平７－１８１９１３号公報には、駆動回路における液
晶パネルの駆動用ドライバーＩＣのラッチアップを防止するために、駆動コントロールＩ
ＣおよびドライバーＩＣへの電源電圧供給および制御信号入力のタイミング調整する構成
が開示されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、特開平７－１８１９１３号公報に開示されている液晶表示装置内の駆動回
路では、定められた期間におけるタイミング制御によるドライバーＩＣへのラッチアップ
を防止する構成であり、液晶表示装置の外部からの異常な信号、ノイズおよび電源電圧の
変動に対処できない。
【０００４】
本発明は、このような課題を解決するものであり、その目的は、画像表示装置の外部から
直接供給される表示制御信号および表示データ信号と外部から直接供給される電源電圧と
の供給時のタイミング調整の不具合、さらに、外部からの異常なノイズ、外部からの電源
電圧の瞬時に起る低下および上昇など予期せぬ変動に対してラッチアップを防止した信号
検知回路及びそれを用いた画像表示装置を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明の信号検知回路は、印加される電源電圧を電圧変換手段によって駆動用電圧に変換
して駆動回路に供給する際に、該電圧変換手段に対する前記電源電圧の印加を制御する信
号検知回路であって、前記電源電圧が印加されることによってＯＮ状態になって前記電圧
変換手段に対して前記電源電圧を印加し、前記電圧変換手段に対して前記電源電圧が印加
されている場合に該電圧変換手段から出力される第１信号によってＯＮ状態が継続される
スイッチング手段と、信号および／またはノイズが入力されると第２信号を出力する信号
入力部と、前記スイッチング手段に前記電源電圧が印加されていない状態において、前記
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信号入力部から 第２信号によって
前記スイッチング手段を前記電源電

圧の印加に優先させてＯＦＦ状態とする 電圧検出部と、を有することを特徴とする。
【０００６】

【０００９】
本発明の画像表示装置は、表示部と、入力される信号に基づいて該表示部を駆動する駆動
回路と、印加される電源電圧を駆動用電圧に変換して前記駆動回路に供給する電圧変換手
段と、該電圧変換手段に対する前記電源電圧の印加を制御する信号検知回路とを具備し、
該信号検知回路が、前記電源電圧が印加されることによってＯＮ状態になって前記電圧変
換手段に対して前記電源電圧を印加し、前記電圧変換手段に対して前記電源電圧が印加さ
れている場合に該電圧変換手段から出力される第１信号によってＯＮ状態が継続されるス
イッチング手段と、信号および／またはノイズが入力されると第２信号を出力する信号入
力部と、前記スイッチング手段に前記電源電圧が印加されていない状態において、前記信
号入力部から 第２信号によって

前記スイッチング手段を前記電源電圧
の印加に優先させてＯＦＦ状態とする 電圧検出部と、を有することを特徴とする。
【００１０】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しながら本発明の実施の形態を説明する。尚、本発明の画像表示装置の
実施形態は、液晶表示装置を用いて説明を行う。
【００１１】
図１は、本発明の実施形態である液晶表示装置のブロック図である。図１に示す液晶表示
装置は、画像を表示する表示部（液晶パネル）１と、表示部（液晶パネル）１に対して走
査用および信号用電圧を供給する駆動回路２とを有している。駆動回路２には、情報処理
用外部機器から信号ケーブルを介して供給される電源電圧である直流電源電圧ＶＤＤに基
づいて、駆動回路２に対して駆動用電圧として複数のバイアス電圧（ＶＤＤ，Ｖｓｓ等）
、ロジック用電圧（Ｖｃｃ，ＧＮＤ）等を供給する電圧変換手段であるＤＣ－ＤＣコンバ
ータ回路４が接続されており、ＤＣ－ＤＣコンバータ回路４がＤＣ－ＤＣコンバータコン
トロールＩＣ３から出力される制御信号（ＣＮＴ）によって制御される。ＤＣ－ＤＣコン
バータコントロールＩＣ３には、外部から供給される電源電圧から直流電源電圧ＶＤＤが
与えられている。駆動回路２には、情報処理用外部機器から信号ケーブル（図示せず）お
よび接続コネクター７を介して与えられる外部入力信号である表示制御信号および表示デ
ータ信号に基づいて、駆動回路２を制御する制御手段である受信駆動回路コントロ一ルＩ
Ｃ５と、外部から電源電圧の供給の有無に関係なく信号入力を検知する信号検知回路６と
、が接続されている。
【００１２】
図２は、本発明の画像表示装置である液晶表示装置の内部に設けられている電源電圧の供
給の有無に関係なく入力される信号を検知する信号検知回路６の回路図である。
【００１３】
信号検知回路６は、信号入力部９の入力端子に入力された信号を、受信駆動回路コントロ
一ルＩＣ５へそのまま転送するとともに、信号入力部９の入力端子に接続されたダイオー
ドＤ１と、ダイオードＤ１とグランド（ＧＮＤ）間に並列接続された抵抗Ｒ１およびコン
デンサＣ１とを有する合成回路になっている。ダイオードＤ１の一方のアノード（Ａ）端
子は、信号入力部９の入力端子に接続されており、他方のカソード（Ｋ）端子は、コンデ
ンサＣ１および抵抗Ｒ１の接続点に接続されている。
【００１４】
ダイオードＤ１のカソード（Ｋ）端子が接続されたコンデンサＣ１および抵抗Ｒ１の接続
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点は、電圧検出器８（例えばセイコーインスツルメンツ株式会社製：Ｓ－８０７２５ＡＨ
等）のＶＤＤ端子８ａに接続されている。電圧検出器８のＯＵＴ端子８ｂは、直列接続さ
れた抵抗Ｒ２およびＲ３を介して、電源電圧端子ＶＤＤに接続されている。電圧検出器８
のＶｓｓ端子８ｃは、グランド（ＧＮＤ）に接続されている。電圧検出器８のＯＵＴ端子
８ｂは、また、抵抗Ｒ４を介してＮＰＮトランジスタＴｒ２のベース端子に接続されてい
る。ＮＰＮトランジスタＴｒ２は、コレクタ端子がＰＮＰトランジスタＴｒ１のベース端
子に接続されており、ＮＰＮトランジスタＴｒ２のエミッタ端子は、抵抗Ｒ５を介してグ
ランド（ＧＮＤ）と接続されている。ＰＮＰトランジスタＴｒ１は、エミッタ端子が抵抗
Ｒ２と抵抗Ｒ３との接続点に接続され、コレクタ端子が、抵抗Ｒ６を介してＮＰＮトラン
ジスタＴｒ３のベース端子に接続されている。ＮＰＮトランジスタＴｒ３は、コレクタ端
子が抵抗Ｒ７を介して電源電圧端子ＶＤＤに接続され、エミッタ端子は、抵抗Ｒ８を介し
てＤＣ－ＤＣコンバータコントロールＩＣ３に接続されている。ＤＣ－ＤＣコンバータコ
ントロールＩＣ３は、制御信号（ＣＮＴ）をＤＣ－ＤＣコンバータ回路４へ転送して、Ｄ
Ｃ－ＤＣコンバータ回路４からの出力電圧（ＥＮＢ信号）がＮＰＮトランジスタＴｒ３の
ベース端子に入力されている。
【００１５】
図３は、その信号検知回路６の動作手順を示すフローチャートである。このフローチャー
トに基づいて、図２に示す信号検知回路６の動作を説明する。
【００１６】
図２に示す信号検知回路６は、信号検知回路６が画像表示装置である液晶表示装置へ電源
電圧ＶＤＤが印加される以前に受信駆動回路コントロールＩＣ５へ表示制御信号および／
または表示データ信号、不要なノイズ等が入力されている場合には、電源電圧ＶＤＤの印
加の有無に関係なく信号検知回路６の信号入力部９が表示制御信号および／または表示デ
ータ信号、不要なノイズ等を検出して、ＤＣ－ＤＣコンバータコントロールＩＣ３への電
源電圧供給の遮断を行い、または、ＤＣ－ＤＣコンバータコントロールＩＣ３へのＥｎａ
ｂｌｅ　ＯＦＦ信号によりＤＣ－ＤＣコンバータコントロールＩＣ３を停止状態に保持す
る。
【００１７】
信号検知回路６は、画像表示装置に電源電圧が印加される以前に、信号入力部９に信号お
よびノイズが入力されている場合には（ステップＳ１）、ラッチアップ現象防止動作を行
う。この場合には、ダイオードＤ１を介してコンデンサＣ１に電荷が充電され、電圧検出
器８のＶＤＤ端子８ａにＨｉｇｈレベル電圧が入力されることになり、電圧検出器８のＯ
ＵＴ端子８ｂがＬｏｗレベル電圧となる（ステップＳ２）。この状態で信号検知回路６へ
電源電圧ＶＤＤが印加される（ステップＳ３）。この場合、ＮＰＮトランジスタＴｒ２は
、ベース端子がＬｏｗレベル電圧となり、ベース～エミッタ端子間に電圧差が生じないた
めに、ＯＦＦ状態となる。さらに、ＰＮＰトランジスタＴｒ１およびＮＰＮトランジスタ
Ｔｒ３は、ＮＰＮトランジスタＴｒ２がＯＦＦ状態であるために、ベース～エミッタ間の
電圧差が生じなくて、ＮＰＮトランジスタＴｒ２と同様にＯＦＦ状態となる（ステップＳ
４）。このため、ＤＣ－ＤＣコンバータコントロ一ルＩＣ３には、電源電圧ＶＤＤが印加
されない。したがって、ＤＣ－ＤＣコンバータ回路４は、停止状態を保持しており受信駆
動回路コントロールＩＣ５への電源電圧の印加は行われない。
【００１８】
この結果、画像表示装置に電源電圧ＶＤＤが印加される以前に、信号入力部に信号および
ノイズが入力されている場合において、電源電圧ＶＤＤが印加されることによって発生す
るラッチアップ現象が防止される。そして、この状態では、信号およびノイズの入力が停
止され（ステップＳ５）、再度、電源電圧が印加されることにより、信号検知回路６が正
常に動作される（ステップＳ６）。信号およびノイズの入力を停止させると、コンデンサ
Ｃ１に充電されている電荷は、抵抗Ｒ１を介して放電され初期状態となる。
【００１９】
信号検知回路６は、ラッチアップ現象防止状態からの復帰および通常の動作では、電源電
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圧ＶＤＤが信号入力部に信号および／またはノイズの入力より先に印加される。電源電圧
ＶＤＤが印加されると（ステップＳ６）、信号入力部に信号およびノイズが入力されてい
ないので、ダイオードＤ１を介してコンデンサＣ１に電荷が充電されることはない。した
がって、電圧検出器８のＶＤＤ端子８ｂにＨｉｇｈレベル電圧は印加されず、電圧検出器
８のＯＵＴ端子８ｂは、ほとんどＨｉ－Ｚ（ハイインピーダンス）状態となる。ここで、
電圧検出器８の真理値表を表１に示す。
【００２０】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電圧検出器の出力端子８ｂがＨｉ－Ｚ（ハイインピーダンス）状態では、電源電圧ＶＤＤ
が印加されることによりＮＰＮトランジスタＴｒ２のベース～エミッタ端子間に電圧差が
生じるために、ＮＰＮトランジスタＴｒ２はＯＮ状態となり、同様にＰＮＰトランジスタ
Ｔｒ１およびＮＰＮトランジスタＴｒ３もＯＮ状態となる（ステップＳ７）。そして、Ｄ
Ｃ－ＤＣコンバータコントロールＩＣ３に電源電圧ＶＤＤが供給され（ステップＳ８）、
ＤＣ－ＤＣコンバータ回路４も動作状態となり出力電圧であるＥｎａｂ１ｅ信号（ＥＮＢ
信号）がＮＰＮトランジスタＴＲ３のベース端子に与えられ、ＮＰＮトランジスタＴｒ３
は動作状態を継続する（ステップＳ９）。そして、受信駆動回路コントロールＩＣ５へ電
源電圧ＶＤＤが印加され、駆動回路２が動作状態となる。
【００２１】
その後、信号検知回路６の信号入力部９へ信号および／またはノイズが入力され（ステッ
プＳ１０）、ダイオードＤ１を介してコンデンサＣ１に電荷が充電されると、電圧検出器
８のＶＤＤ端子８ａにＨｉｇｈレベル電圧が印加され、電圧検出器８のＯＵＴ端子８ｂが
Ｌｏｗレベル電圧となる。これにより、ＮＰＮトランジスタＴｒ２およびＰＮＰトランジ
スタＴｒ１は、ＯＦＦ状態となるが、ＮＰＮトランジスタＴｒ３は、ＤＣ－ＤＣコンバー
タ回路４からの出力電圧がベース端子入力されるために、ベース～エミッタ端子間に電圧
差が生じることにより、ＯＮ状態を保持して出力電圧であるＥｎａｂ１ｅ信号の出力を継
続する（ステップＳ１１）。そして、ＤＣ－ＤＣコンバータコントロ一ルＩＣ３に電源電
圧ＶＤＤが印加され続けることにより、信号検知回路６を有する駆動回路２の正常動作状
態が継続される（ステップＳ１２）。電源電圧ＶＤＤおよび信号入力部９への信号の印加
を停止（動作ＯＦＦ）した場合には、コンデンサＣ１に充電されている電荷は、抵抗Ｒ１
を介して放電され初期状態となる。
【００２２】
ここで、電源電圧ＶＤＤにおいて瞬時変化がおこり、ＶＤＤが急激に降下し、ＶＤＤの電
圧降下によりＮＰＮトランジスタＴｒ３に最低動作電圧以下しか印加されていない状態に
なると（ステップＳ１３）、ＮＰＮトランジスタＴｒ３の動作は、停止しＤＣ－ＤＣコン
バータ回路４からの出力電圧であるＥｎａｂ１ｅ信号の出力も停止する（ステップＳ１４
）。この状態では、信号入力部９への信号および／またはノイズの入力がＯＦＦになった
後に（ステップＳ５）、再度、電源電圧が印加されることにより、信号検知回路６が正常
に動作される。
【００２３】
また、ＶＤＤの電圧降下によるＮＰＮトランジスタＴｒ３に印加される電源電圧が最低動
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作電圧を満足すれば、ＮＰＮトランジスタＴｒ３の動作は、継続しＤＣ－ＤＣコンバータ
回路４からの出力電圧であるＥｎａｂ１ｅ信号の出力も継続するために、正常動作に自己
復帰できる。さらに、電源電圧ＶＤＤの瞬時変化が急激な上昇であれば、ＮＰＮトランジ
スタＴｒ３のエミッタ端子に接続されている抵抗Ｒ８の通電電流は、瞬間的には増加する
がＤＣ－ＤＣコンバータコントロ一ルＩＣ３において制御される。そして、ＤＣ－ＤＣコ
ンバータコントロ一ルＩＣ３からの制御信号（ＣＮＴ）によりＤＣ－ＤＣコンバータ回路
４からの出力電圧であるＥｎａｂ１ｅ信号の出力は、継続する。
【００２４】
尚、本発明の実施形態では、液晶パネルを用いた液晶表示装置を例示して説明したが、本
発明は、液晶パネルをフラットパネル（平面ディスプレイ）とした様な電子ディスプレイ
全般に適用できる。このことは、装置に対して印加される電源電圧と信号等との入力タイ
ミングが必ずしもマッチングしないＤＣ－ＤＣコンバータを備えた電子ディスプレイの様
な表示装置に有効である。
【００２５】
【発明の効果】
以上より、本発明の信号検知回路及びそれを用いた画像表示装置は、入力される信号およ
び／またはノイズの電圧レベルを検出する信号入力部と、電源電圧が印加されていない状
態でも信号入力部からの出力電圧レベルを検出する電圧検出器と、電圧検出器のＯＵＴ端
子からの出力信号およびＤＣ－ＤＣコンバータ回路が動作中であることを示すＥｎａｂ１
ｅ信号に基づいて、電源電圧のＯＮ／ＯＦＦを制御するＰＮＰトランジスタＴｒ１、ＮＰ
ＮトランジスタＴｒ２およびＮＰＮトランジスタＴｒ３のトランジシタアレイと、を有す
ることによって、電源電圧が印加される前に受信駆動回路コントロールＩＣへ表示制御信
号、表示データ信号および不要なノイズが流入している場合に、電源電圧の印加されてい
ない状態でも信号検知回路がそれらの信号およびノイズを検出して、信号およびノイズの
電圧レベルに基づいてＤＣ－ＤＣコンバータコントロールＩＣに対する電圧伝達経路をＯ
Ｎ／ＯＦＦ動作させるようになっており、電源投入前に、信号入力部への信号および／ま
たは異常なノイズが入り込んでいる場合、および、電源電圧の瞬時変化（上昇または降下
）等の予期せぬ外部からの変動に対して、ラッチアップ現象を防止できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態である画像表示装置のブロック図である。
【図２】本発明の画像表示装置の内部に設けられている信号検知回路の回路図である。
【図３】本発明の信号検知回路の動作手順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１　　液晶パネル
２　　駆動回路
３　　ＤＣ－ＤＣコンバータコントロールＩＣ
４　　ＤＣ－ＤＣコンバータ回路
５　　受信駆動回路コントロールＩＣ
６　　信号検知回路
７　　接続コネクター
８　　電圧検出器
８ａ　ＶＤＤ端子
８ｂ　ＯＵＴ端子
８ｃ　Ｖｓｓ端子
９　　信号入力部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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